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                                                                                                        上田市立武石小学校 

 
学校教育目標 

 
めざす子どもの姿 総 合 評 価 

 
 だれにもやさしく 
 げんきよく 
 しっかり学ぶ武石の子 
 

 
・思いやり、思い合い、 
認め合う子ども 

・自分を高めていける子ども 

  

コロナ禍の中、子どもの健康や学習活動を中心に考え、保護者、地域、職員が一体となり、工夫して教育活動

を行うことができた。 

今年度の重点目標 成果と課題 総合評価 改善策・向上策 学校関係者評価 
重点１ にこにこ交流  

＜笑顔でかかわり合える＞ 
 ①つながりをつくる学級  

安心できる人間関係づくり 
 ②地域から学ぶ・地域の教育力を活用す 

る。 
 ③健康、安全安心のための家庭・ 関係機

関との連携 

・各学級で、担任と児童、児童間の関

係がよくなる活動をしたり、休み時間

一緒に遊ぶ姿が見られた。 

・５，６年を中心にコロナ禍ならでは

の地域との交流が図られた。外部の方

の力をたくさん借りた。 

・保健便り・食育だより等で家庭に知

らせ、保護者も応えてくれた。 

 

 

Ｂ 

 

・６年生が行ったようにコロナ禍でも工夫

して交流していく。 

・来年度は親子給食がなど評価を得られる

機会があるとよい。 

・メディア・ゲーム等家庭での取り組みを強

化していく必要がある。 

・これからも学校医や学校薬剤師に相談し

ながら教育活動を進める。 

・コロナ禍の中でも子どもたちのため

に一通りの行事を感染対策をしながら

無事開催してもらえたことは保護者と

してありがたかった。 

・休校があり、本年度の学習内容を学習

し終えることに重点が行ってしまった

かもしれないが、「成果と課題、改善策」

にあるように、「じっくり考える」「伝

え合う」「自分の考えを深める」ことに

ついて追究していき、日々の授業に生か

していってほしい。家庭学習のあり方に

ついて放課後自習室の利用も含め、考え

ていってほしい。 

・メディアコントロールの取り組みは

これからもエリアトークの利用もしな

がら地域一体となって行っていきたい。 

・南部支会交流・小中連携は大変大事で

ある。長和町とも連携していってほし

い。練馬区との交流も大事にしていって

ほしい。 

・あいさつ運動は学校だけでなく、PTA

や地域 PTA ぐるみで推進したい。 

・学校への信頼関係を高めていかれる

よう努力をお願いしたい。 

・学校運営委員会の目的は学校・地域・

家庭が連携していくことである。子ども

たちを守るために力を出していきたい。 

重点２  もくもく清掃 
    ＜心を磨く＞    
 ①自発性を育てる自問清掃 
②キャリア教育の推進 

 ③道徳教育・人権教育・特別支援教育の
充実 

④自分たちでつくる児童会 

・もくもく清掃ができた児童が多い。

意義がわかっている児童とそうでな

い児童との差がある。「自分で気づく」

ことがもう一歩か。 

・｢自分から｣という姿勢を育てたい。 

・言葉遣い・挨拶・呼び捨てなど気に

なる点がある。 

 

  

  

 Ｂ 

 

・良さを認める声掛けを続ける。自分で考え

て決める、見返しをし、自分の頑張りを自分

自身で認める活動を大事にする。 

・計画的にキャリア教育や道徳・人権教育を

推進するとともに日常の生活場面で温かい

言葉がけを職員が率先して行う。 

 

重点３  ばんばん学習  
  ＜わかる・できる・目が輝く＞ 
  ①日々の授業の充実 
  主体的・協同的な学び・ＴＴ支援や教

科担任制・授業のユニバーサルデザ
イン化 

 ②基礎基本の定着・学びの基本姿 
  勢の徹底・「4 つの学び」の日常化 
  ③武石っ子運動の充実 
  元気アップタイムの実施 
 ④小中一貫連携型を視野に入れたカリ

キュラム作りと連携 

・1 時間のねらいを明確にし、視覚支

援を効果的に提示しながら授業改善

に取り組んできた。 

・1 年生は何回も授業のルールを確認

し、チャイムとともに授業を始めるこ

とができるようになった。 

・学びの基本姿勢はできているが、発

言力のある児童が限られる。 

・TT で個別支援をしたことや少人数

学習をしたことで学ぶ意欲が育って

いる。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

・みんなができる・わかる授業について追究

する。研究の方向を決め全職員が同一歩調

で取り組むことが必要。じっくり考える、友

達と意見を交わしながら自分の考えを深め

る活動について研究を深めたい。 

・一人 1 台のタブレットをどう効果的に学

習に生かすか、学年・学期ごとに目標を決め

て探っていく。 

・教科担任制を志向した授業交換を積極的

に行い、職員の教科指導の専門性を高める。 

 

 

領域 評価項目 評価の観点 
 

成果と課題 A B C D 改善策・向上策 

 
 

 
 

教 
 

 
育 
 

 
活 

 
 

動 
 
 

 

 

体

力

向

上 

心身の健康 
と体力作り 

 

・元気アップタイムで継続的
な .運動の取り組みが図れた
か。 
・家庭へのメディアコントロ
ール推進と朝ご飯摂取の働き
かけを継続しているか。 

・寒い冬でも元気アップのおかげでそのま

ま外で遊ぶ子が多かった。室内に閉じこも

りがちな児童も５分であるが、生活の一部

として定着し体を動かす楽しさを味わえ

た。 

・家庭の協力は差がある。エリアトークで

地域へもお願いした。 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

・元気アップタイムは期間ごとテーマや目標を決

めて取り組ませる。 

・ゲーム内のトラブルや朝食の習慣づけについて

は継続的な取り組みが必要。 

・学級懇談会などでメディアとの付き合いについ

て話題にし、考えていただく。 

 

学

力

向

上 

 

学びの基本
姿勢の徹底 

・武石の学びを支える基本的
な学習ルールを定着させるこ
とができたか 

・まだ聞く姿勢や意見を言うときのルール

が定着していない児童や学級があるが、根

気よく取り組んだ。 

 

 

 

〇 

  ・毎時間の意識した積み重ねが大事である。年度

始めと学期始めのごとの意識付けを強化する。 

 

「みんなが
わかる・でき
る」授業づく
り 

 

・授業のユニバーサルデザイ
ン化や「４つの学び」を進める
ことができたか。 
・グループ・ペア活動等、友と
のかかわりの中で「みんなが
わかる・できる」工夫をするこ
とができたか。 

・コロナ感染症対策のため、思うようにペ

ア・グループ学習ができなかった面があ

る。 

・みんなが集中でき、わかる、できる学習

環境や方法についてはどの教室でも工夫

が見られた。 

 

 

〇 

   
・学校全体で何を大事にしていくか絞り、方向性

を出していきたい。 

・一人一公開授業を実施し、互いの授業から学び

合いたい。 

・自分の考えを伝えあう機会をもっととっていく

必要がある。 

自主学習の
定着 

・「つむぐ」の活用ができてい
るか。 
・放課後自習室の活用ができ
たか。 

・「つむぐ」の活用をし、自主学習が定着。 

・放課後自習室を利用し意欲的に学習に取

り組んでいる児童が多い。職員が個別に指

導でき良い。 

 

〇 

   
・「つむぐ」は来年度も使用し、南部支会で提案

する「家庭学習の手引き」を活用する。自主学習

する習慣を身につけたい。 

・放課後自習室は来年度も継続する。 

情

操

教

育 

人権が尊重
される教育
活動や人間
関係づくり 

・学級・他学年交流・児童会活
動の中で、また地域の方とも
つながりをつくる活動ができ
たか。 

・兄弟姉妹学級と交流することができ良か

った。他学年とももっとかかわりを持ちた

い。 

・なかよし旬間で「ことば」に意識できた。 

 

〇 

   
・工夫して交流活動を生み出していく。 

・各学級、学級力が高まっていく学級経営を行い、

何か気になる点があったら、全職員で情報共有し

対応していく。 

 

 

 
 

学 
 
 

校 
 

 
運 

 
 
営 

 
 

地
域
と
の
連
携 

相談・支援 
体制 

・児童、保護者の声を大切に
した相談を行い、支援につな
げることができたか。 
 

・コロナ禍により保護者との会議がなかな

かできない面があった。 

・職員間・外部との連携は特コを中心に図

られている。 

 

〇 

   
・保護者や児童の声を受け止め、複数の職員で儒

法共有し支援していく。要支援児童・家庭につい

ては定期的な支援会議を開催する。 

・2 回の相談旬間を大事にしていく。 

情報発信 

 

・学校便り、学年便り、ホーム
ページ等で学校の様子を伝え
ているか。 

・お便り、ＨＰ，丸子テレビなどで学校の

情報は多く発信できている。緊急時にはオ

クレンジャーでお知らせした。 

 

〇 
   

・さらに、通信のネット配信も考えていく。また

地域へはエリアトークの活用をしていく。 

地域から学
ぶ・地域の教
育力の活用 

・自然環境を生かした学びを
進めたり、地域の教育力を活
用したりすることができた
か。 

・どの学年も自然環境を十分生かしながら

学んだ。地域の方の応援がありがたい。 
 

 

 

〇 

  
・コロナ感染状況を見ながら、地域の方の力をお

借りしたい。武石かるたを手がかりに地域を学ぶ

学習を展開していく。 

研

修 

授業力の 
向上 

・「みんながわかる・できる」
授業実践のために、日々授業
改善をし、研究会を通して学
ぶことができたか。 

・体育科と授業のＵＤ化についてグループ

に分かれ、学んできた。どちらも指導主事

の先生や学習指導委員会の先生方からご

指導・ご助言いただき学んだ。 

  

〇 

  
・各教科等の遅れを取り戻すことに精一杯になっ

てしまった。一人一公開でお互いの授業を見合

い、研修していきたい。ICT の効果的な活用研修

の必要がある。 

組

織 

情報の共有・ 
全職員によ
る学び合い・
支え合い 

・教科指導や生徒指導などに
関わる情報を共有し、チーム
で支援・指導にあたれている
か。 

・同僚性の高い職員集団で良いと感じてい

たが、不祥事を出してしまった。 

・児童については常に職員室で情報共有し

支援している。 

 

 

 

〇 

  
チームでの対応ができる武石小の良さを継続し

ていきたい。 

   
            A…達成された      B…ある程度達成      C…あまり達成されていない       D…達成されていない 


